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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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30年度
決算額

22,354 千円

職員数 2.00 人

shinrin@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 森林の適正管理及び保全に関する事業

部局 林務部 課・室 森林づくり推進課

実施期間 S27 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

4-1 県土の強靭化

4-5 地球環境への貢献

事業番号 10 04 02

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

○森林法第25条で掲げる目的を達成するため、特に重要な森林を農林水産大臣又は県知事が保安林に指定し、適正に管理、保全すること
で公益的機能の発揮を目指す。
○森林法第10条の２の規定により、１ヘクタールを超える森林の開発計画に対し、適正な調査及び指導により森林の代替機能が維持され、
安全が確保されているか確認するとともに、無秩序な開発の防止を目指す。

（主な実施内容：保安林指定、解除、指定施業要件の変更、標識の設置、林地開発許可　など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

3,737ha 達成

　その他

現状
(予算編成時)

○森林の持つ公益的機能を発揮させるため、特に重要な森林を計画的に保安林に指定するとともに、既
指定地を適正に管理する。
○１ヘクタールを超える森林の開発行為に対して、適正な調査、指導、監督等を行い、無秩序な森林の
開発を防止する。

25,935

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
② 林地開発行為の許可面積

4,583 4,525
59ha 達成

30,571

30,571

24,511

24,511

19,946

53 40

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

30,163 22,354

2.00 2.00

16,204

46,367

16,436

38,790

2.50

20,545

51,546

目標に対する

成果の状況

保安林の適正管理については、目標を上回る面積を実施することができた。
林地開発行為については、行為者に対する関係書類の補正指示等の結果、30年度中の許可申請が整わなかったため、開
発行為の面積は下回っている。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

搬出間伐の円滑な推進のため、旧基準で制定された保安林
の施業要件を緩和する変更事務を進めることが重要である
が、平成30年度末時点の進捗は面積比約31％にとどまってい
る。

造林事業担当や森林組合等と連携し、施業計画の把握に努
め、間伐計画のある保安林や大面積の水源林について優先
的に指定施業要件変更を進める。

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

保安林整備受託事業費
保安林を219ha指定、保安林の指定施業要件を6,059ha変
更、保安林を0.1ha解除

1.40 19,715 18,634 25,816

保安林整備管理事業費
保安林を４ha指定、保安林の指定施業要件を173ha変更、
標識を79本設置

0.30 4,320 3,545 4,696

489林地開発許可制度実施費

森林の無秩序な開発を防止するため調査、指導、監督等
の実施（履行状況調査67ha）、開発行為が森林に与える影
響を判定する審議会の開催（１回）

0.30 476 175

①森林法に基づく保安林の指定及び既指定地を適正に管理する
ための面積を成果指標に設定
②森林の違法開発を防止するため、許可申請等が見込まれている
開発計画の面積を成果目標に設定

備考

合計 2.00 24,511 22,354 31,001

31,001

4,203

26,756

42

成果指標
設定理由

①

保安林の適正管理（指
定、解除、指定施業要件
変更箇所の面積）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

4,060ha

469ha

成果

6,455 ha

67ha

令和元年度

31,001



事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

10 04 02

29年度

保安林整備受託事業費 保安林指定・解除調査
直
接

特別行政嘱託員の雇用(1名10カ月)、境界確認、林況調
査、取りまとめ(延べ37カ月)、所有者へ通知

保安林を219ha指定、0.1ha解除
計画通り

○
7,695 7,780 7,780 0 7,607

保安林整備受託事業費 保安林適正管理調査
直
接

保安林管理図の作成(全県分)、新規指定された保安林情
報の電子化（80件）、デジタル衛星画像の整備（隔年）

保安林管理図の作成、新規指定された保安林情報の電子
化（76件）

計画通り
○

10,372 4,372 4,372 0 4,204

保安林整備受託事業費 保安林損失補償金
1号から3号保安林における立木の伐採制限に対する利子
相当分の補償

67件の保安林について、森林所有者等60名に対し
392,778円の損失を補償

計画通り
○

752 752 752 0 484

保安林整備受託事業費 特定保安林選定調査事業
委
託

樹幹疎密度、樹種、自然状況等の調査 南信州地域振興局管内の保安林427haの調査を実施
計画通り

○
1,617 1,617 1,617 0 1,429

保安林整備受託事業費 保安林整備推進事業
直
接

特別行政嘱託員の雇用(1名10カ月)、境界確認等 保安林の指定施業要件を6,059ha変更
計画通り

○
5,280 5,194 5,194 0 4,910

保安林整備管理事業費 保安林指定・解除等調査
直
接

特別行政嘱託員の雇用(2名各2ヶ月)、境界確認、林況調
査、とりまとめ(延べ12カ月)、所有者へ通知

保安林を４ha指定
計画通り

○
2,322 2,432 2,432 0 2,127

保安林整備管理事業費 保安林管理業務
直
接

標識の購入(78本)と設置補助(19.85日)、台帳整備（延
べ3カ月)

新規指定保安林43箇所に標識79本を設置し、それに伴い
台帳を43冊調製

計画通り
○

1,262 1,093 1,093 0 697

保安林整備管理事業費 保安林損失補償金
4号以下の保安林における立木の伐採制限に対する利子
相当分の補償

26件の保安林について、森林所有者等23名に対し
703,998円の損失を補償

計画通り
○

795 795 795 0 721

林地開発許可制度実施費 林地開発許可制度等実施事業
直
接

開発許可調査、測量、審査、許可条件履行調査、指導等
（開発見込み面積469ha）、保全部会委員への報酬及び
旅費（5名）

林地開発許可状況調査289ha、森林審議会保全部会1回実
施

計画通り
○

476 476 476 0 175

　

　

　

　

　

　

30,571 24,511 24,511 0 22,354
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林務部 森林づくり推進課課・室森林の適正管理及び保全に関する事業
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